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主
槻
的
方
法
論
の
批
判

　
さ
き
に
述
べ
し
如
く
、
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
童
の
魔
會
學
読
の
根
本
的
特
徴
は
、
方
法
論
に
於
け
る

主
観
的
方
法
論
、
及
び
原
理
論
に
於
け
る
「
箇
性
の
富
め
の
戦
ひ
」
の
説
に
於
て
、
登
揮
さ
れ
て
居
る
の

で
あ
る
。
而
し
て
其
の
主
意
離
方
法
論
及
び
「
箇
性
の
撮
め
の
載
ひ
あ
説
な
る
竜
の
は
、
大
膿
上
如

何
な
る
も
の
て
あ
る
か
は
、
前
二
節
に
於
て
之
を
考
究
し
だ
か
ら
、
葬
れ
よ
う
其
の
創
始
歯
面
値
を

少
し
く
論
評
し
て
見
差
い
と
思
ふ
。
　
先
づ
主
観
的
方
怯
論
よ
う
論
評
し
始
む
る
は
、
順
序
で
あ
る
。

　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
｝
の
圭
観
的
方
法
論
な
る
も
の
は
、
さ
き
に
蓮
べ
し
如
く
、
先
つ
目
．
的
論
的
方

法
で
あ
る
。
次
に
倫
理
的
方
法
で
あ
る
。
　
旧
暦
適
當
に
云
へ
ば
、
目
的
論
的
に
し
て
同
時
に
倫
・
理

的
で
あ
る
と
云
ふ
の
が
、
即
ち
彼
の
主
観
的
方
法
の
骨
髄
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
如
く
、
本
面
目
的

論
的
倫
理
的
で
あ
る
之
と
を
云
云
す
る
主
観
的
方
法
な
る
竜
の
は
、
歴
面
的
に
考
察
す
れ
ば
、
勧
會
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學
上
古
く
よ
、
ウ
用
ひ
ら
れ
て
居
っ
た
方
法
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
如
き
主
観
的
方
法
を
俳
興
し
、

二
五
的
方
法
即
ち
所
謂
肖
然
科
學
的
方
法
な
る
竜
の
を
用
ひ
て
、
胱
會
現
象
を
研
究
せ
ん
と
す
る

精
選
の
誕
生
が
、
つ
譲
う
近
世
祉
會
學
の
誕
生
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
肚
會
現

象
は
全
く
自
然
現
象
の
一
部
類
に
し
て
、
総
て
の
自
然
現
象
を
支
配
す
る
と
同
じ
性
質
の
法
劉
に

支
配
さ
る
㌧
も
の
で
あ
る
と
観
念
し
、
而
し
て
目
的
論
的
倫
理
的
な
る
所
謂
主
観
的
方
法
を
全
く

放
棄
し
て
、
純
客
観
的
に
肖
然
科
學
的
に
之
を
研
究
せ
ん
と
す
る
精
聯
の
襲
逮
に
よ
蚤
て
、
弦
に
蓮

世
肚
會
學
が
生
れ
叉
駿
達
す
る
竜
の
と
見
る
は
、
近
燈
融
巴
町
の
建
設
者
が
一
般
に
抱
持
せ
る
見

解
で
あ
る
。
且
つ
此
の
見
解
は
第
十
九
世
紀
の
絡
ウ
頃
に
攣
る
ま
で
、
西
欧
励
會
學
者
の
一
般
に

蓮
奉
せ
る
竜
の
で
あ
る
。
更
に
今
日
に
於
て
竜
、
駈
會
學
を
平
野
と
槻
念
ず
る
人
々
に
塾
し
て
、
之

を
科
學
と
観
念
す
る
闇
々
は
、
硝
般
に
此
の
見
解
を
と
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
近
世
就
會

學
の
登
達
野
上
よ
う
考
察
す
れ
ば
、
主
恩
的
方
法
な
る
も
の
は
、
非
近
世
的
な
る
魁
會
學
的
方
法
で

あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
臓
。
然
る
に
第
十
九
世
紀
の
絡
う
頃
に
至
っ
て
、
此
の
非
近
世
的
な
る
冠

會
學
的
方
法
、
主
倒
的
方
法
が
復
活
し
、
而
し
て
之
を
最
近
代
的
な
る
方
法
で
あ
る
が
如
く
に
威
ぜ

し
む
る
事
情
が
起
っ
て
來
鬼
。
央
貯
ば
思
想
界
に
於
て
一
般
に
理
想
主
義
、
槻
念
主
義
の
復
興
し

て
來
π
こ
と
で
あ
る
。
且
つ
之
に
加
へ
て
．
近
世
肚
會
學
か
始
め
に
豫
期
さ
れ
だ
敷
果
を
暴
ぐ
る

　
　
　
　
ミ
カ
イ
・
ヴ
ス
干
1
の
薩
會
學
設
の
劇
始
的
贋
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七

㍉
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こ
と
が
出
來
な
か
つ
だ
と
蓉
ふ
こ
と
、
帥
ち
自
然
現
象
に
於
て
登
見
さ
れ
疫
る
と
同
様
に
嚴
密
な

る
自
然
法
則
を
、
祉
會
現
象
に
於
て
登
翻
す
る
こ
と
が
毒
悪
、
な
か
つ
π
こ
と
が
、
や
は
う
主
観
的
方

法
の
復
興
を
促
が
す
一
原
因
と
な
っ
て
居
る
。
更
に
近
世
肚
會
學
が
表
面
上
主
観
的
方
法
を
極

力
排
斥
し
、
純
客
観
的
に
青
島
現
象
を
研
究
す
る
と
揚
言
し
な
が
ら
、
其
の
論
説
す
る
露
を
、
詳
し
く

批
到
的
に
吟
味
し
て
見
る
と
、
其
庭
此
露
に
多
く
の
主
観
的
分
子
を
含
蓄
す
る
こ
と
が
磯
見
さ
れ
、

面
立
現
象
を
純
客
観
的
に
研
究
す
る
こ
と
は
、
到
底
不
可
能
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
云
ふ
疑
撚

の
起
っ
て
來
尤
乙
と
は
、
や
は
ウ
主
槻
的
方
法
の
復
活
を
誘
致
す
る
一
原
因
と
な
っ
て
居
る
と
思

は
れ
る
。
要
す
る
に
第
十
九
世
紀
の
終
う
頃
に
至
っ
て
、
理
想
主
義
歯
面
主
義
の
一
般
に
復
興
し

て
來
た
之
と
と
、
純
血
槻
油
魚
は
自
然
科
學
的
近
世
叙
勲
學
が
豫
期
の
結
果
を
齎
さ
な
か
っ
た
事

と
が
、
鼓
に
肚
會
學
に
減
て
主
観
的
方
法
の
復
活
を
促
が
す
こ
と
に
な
つ
だ
の
で
あ
る
。
而
し
て

此
の
主
観
的
方
法
の
復
活
に
於
て
最
と
竜
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
る
は
、
新
カ
ン
ト
涙
の
勃
興

で
あ
る
。
殊
に
マ
「
ル
ブ
ル
ヒ
派
の
御
忌
が
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
居
る
。
此
の
事
は
英
、
米
、

佛
、
伊
等
の
枇
會
學
界
．
に
於
て
は
、
主
観
的
方
法
の
復
活
の
傾
向
比
較
的
に
微
弱
で
あ
る
が
、
濁
、
填
、
瑞

西
等
の
肚
會
心
界
に
於
て
は
、
其
の
傾
向
の
強
大
な
る
を
見
て
も
、
推
察
し
得
ら
れ
る
と
思
ふ
。

　
今
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
の
主
．
霊
的
方
法
論
が
、
何
等
か
の
創
始
就
債
値
を
有
す
る
と
す
醜
ぱ
、
夫
れ
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は
右
の
主
観
的
方
法
の
復
活
の
傾
向
の
上
か
ら
見
て
認
め
ら
れ
る
乙
と
で
、
絶
封
的
に
は
何
等
の

創
始
的
便
値
を
竜
有
し
て
居
ら
な
い
。
主
観
的
方
法
は
近
世
酸
走
査
の
駿
東
す
る
以
前
に
は
．
鮭

會
現
象
の
鋳
究
に
於
け
る
殆
ん
ど
唯
一
の
方
法
と
し
て
、
一
般
に
使
用
さ
れ
て
居
つ
控
も
の
で
あ

部
。
然
ら
ば
右
の
主
観
的
方
法
の
最
近
に
於
け
る
復
活
の
上
か
ら
見
て
、
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
ε
の

見
解
は
如
何
程
の
創
始
的
債
値
を
有
す
る
菟
の
で
あ
る
か
。

　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
『
は
先
づ
主
慨
的
方
法
の
復
活
に
於
て
、
最
竜
早
く
其
の
血
豆
を
旭
し
た
一

人
で
あ
る
と
云
ふ
織
に
於
て
債
値
を
認
め
ら
れ
る
。
彼
が
ス
ペ
ン
ず
「
の
肚
會
學
を
批
飼
的
に

吟
味
し
て
、
主
観
的
方
法
の
必
要
を
稽
々
組
織
的
に
論
幽
し
た
る
最
初
の
血
潮
「
遙
歩
と
は
何
ぞ
や
」

は
、
さ
き
に
述
べ
し
如
く
千
八
百
六
†
九
年
に
公
に
さ
れ
て
居
る
。
夫
れ
よ
り
千
八
百
九
十
年
頃
、

殊
に
千
八
百
八
十
楽
章
の
申
頃
ま
で
に
、
彼
の
杜
會
學
上
の
主
要
な
る
著
述
は
総
て
公
に
き
れ
て

居
る
。
而
し
て
彼
の
思
想
が
露
國
の
思
想
界
に
総
て
．
叉
實
際
に
総
て
、
最
と
竜
大
な
る
影
響
を
及

ぼ
し
π
る
は
千
八
百
八
十
年
代
で
あ
る
。
垂
れ
に
よ
ウ
て
見
れ
ば
、
肚
會
學
上
主
観
的
方
法
が
濁

逸
に
於
て
復
活
し
慮
れ
る
以
前
に
於
て
、
彼
は
既
に
之
を
復
活
さ
せ
て
盛
に
活
動
し
て
居
π
の
で

あ
る
。
此
く
て
彼
は
主
観
的
方
法
を
最
と
も
早
く
復
活
さ
せ
た
日
入
と
し
て
、
形
式
的
に
其
の
主

観
的
方
法
論
の
創
始
上
露
値
が
認
め
ら
れ
る
。
，
併
し
實
質
上
に
於
て
竜
亦
何
等
か
の
創
始
的
儂

　
「
㌦
　
・
・
イ
・
ヴ
ス
p
キ
み
馨
塾
競
の
劔
始
的
慨
値
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九

航
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値
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

　
余
は
鼓
に
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
葺
の
主
槻
的
方
法
論
と
マ
ル
ブ
ル
ビ
派
の
哲
學
者
、
殊
に
シ
ュ
タ
ム

ラ
「
の
目
的
論
的
方
法
論
と
を
、
や
＼
詳
し
く
姥
介
し
て
以
て
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
f
の
見
癬
の
債

値
を
十
分
に
吟
聾
し
控
い
考
へ
で
あ
っ
π
が
、
彼
の
魁
會
學
説
に
就
て
は
我
國
で
は
全
く
知
ら
れ

て
居
ら
な
い
か
ら
、
之
を
や
㌧
詳
し
く
説
蓮
し
だ
が
爲
あ
に
、
既
に
多
く
の
紙
面
を
費
や
し
．
此
の
上

に
爾
ほ
多
く
の
紙
面
を
費
や
す
こ
と
は
出
來
な
い
か
ら
、
已
を
得
ず
大
面
上
の
考
察
を
加
ム
る
に

止
め
る
。
　
今
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
」
の
主
観
的
方
法
論
の
根
擦
は
さ
き
に
蓮
べ
し
露
に
よ
う
て
知

ら
れ
る
如
く
、
理
論
的
と
實
際
的
と
に
大
別
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
而
し
て
先
づ
其
の

理
論
的
根
擦
に
就
て
考
察
す
る
に
、
彼
が
其
の
根
嚢
と
す
る
は
経
鹸
主
義
實
詮
主
義
で
あ
っ
て
、
夫

よ
ム
奥
に
遽
ま
う
と
は
し
て
居
ら
論
い
。
さ
れ
ば
其
の
深
さ
に
於
て
は
彼
の
主
観
的
方
法
の
理

論
助
根
擦
は
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
君
の
目
的
論
的
方
法
の
夫
れ
に
比
し
て
大
に
劣
っ
て
居
る
。
　
つ
ま
ウ
彼

は
桑
畠
主
義
、
實
謹
主
義
を
深
さ
に
於
て
微
益
し
や
5
と
は
し
て
居
ら
な
い
か
ら
、
其
の
方
面
に
於

て
，
経
験
の
徹
底
を
企
つ
る
シ
凱
タ
ム
ラ
言
の
見
解
に
劣
っ
て
居
る
。
併
し
彼
は
経
験
主
義
、
實
謹
主

義
を
贋
き
に
於
て
徹
底
し
や
う
と
企
た
て
カ
。
而
し
て
央
よ
ム
し
て
罠
的
論
的
倫
理
的
方
法
論
、

即
ち
彼
σ
の
主
観
酌
方
法
論
に
達
着
し
泥
の
で
あ
る
。
此
の
事
は
彼
が
一
般
の
主
命
主
義
を
評
せ
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る
左
の
言
葉
に
よ
ウ
「
て
明
白
に
示
さ
れ
て
居
る
と
思
ふ
。
「
實
謹
主
義
は
今
日
ま
で
心
立
の
仕
事

の
．
露
分
を
成
就
し
π
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
人
間
の
立
揚
を
垂
艦
的
統
一
的
箇
人
の
立
揚
と
し
て

槻
念
せ
ず
、
只
認
識
す
る
箇
人
の
立
憲
と
し
て
観
念
す
る
に
止
寮
つ
カ
。
　
さ
れ
ど
正
客
な
る
人
間

の
立
場
は
、
認
識
し
域
じ
．
又
意
欲
す
る
全
膿
的
箇
人
の
立
場
に
し
て
、
此
の
全
貌
的
箇
人
は
詰
問
有

機
膿
に
特
有
な
る
諸
機
開
の
総
膿
丼
に
諸
方
面
の
総
轄
を
包
含
す
る
竜
の
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
箇
人
の
一
切
の
方
衝
の
統
一
的
協
働
に
よ
参
て
吾
人
は
ブ
ラ
ゲ
ガ
（
眞
理
と
正
義
の
統
一
禮
）
を

獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
其
の
プ
ラ
ゲ
ダ
は
絶
封
的
の
竜
P
で
な
く
、
人
聞
に
相
癒
す
る
竜
の
、

相
野
的
の
竜
の
で
あ
ゑ
血
餅
は
「
眞
理
は
只
人
間
の
智
識
欲
を
充
足
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
眞
理
は
人
勝
の
嚇
切
の
欲
望
を
充
足
し
得
る
竜
の
と
考
ふ
る
は
大
な
る
．
謬
見
で
あ
る
」

と
云
ひ
、
更
に
眞
の
認
識
の
意
義
を
説
い
て
「
認
識
の
目
的
は
智
識
欲
を
充
足
す
る
と
、
同
時
に
實
際

的
欲
望
を
竜
充
足
す
る
に
在
る
」
と
云
ふ
て
居
る
。
要
す
る
に
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
江
は
知
の
方
面

に
翻
せ
る
在
來
の
實
謹
主
義
を
情
意
の
方
面
に
竜
蟹
算
し
、
入
問
全
膿
の
實
謹
主
義
に
到
忙
し
だ

の
で
、
つ
寮
翠
嵐
謹
主
義
を
廣
さ
に
於
て
徹
底
さ
せ
だ
の
で
あ
る
。
　
而
し
て
實
詮
主
義
を
深
さ
に

於
て
徹
底
き
せ
た
シ
．
タ
ム
ラ
｝
な
ぞ
と
同
様
の
臼
的
論
的
倫
理
的
方
法
論
を
唱
ふ
る
に
至
つ
禿

の
で
あ
る
。
併
し
シ
ュ
タ
ム
う
す
な
ぞ
が
深
さ
に
、
簸
て
進
む
乙
と
に
よ
・
9
て
到
達
し
控
る
結
果
に

ギ
　
　
　
　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
レ
の
鮭
∵
曾
隙
堕
誕
の
創
…
始
的
慨
殖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
騨

胤
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彼
は
響
き
に
於
て
進
む
乙
と
に
よ
り
て
到
達
し
、
π
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
主
観
的
方
法
論
の
認
識

的
野
櫨
が
自
か
ら
深
さ
に
於
て
劣
る
竜
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
若
し
其
の
廣
さ
に
於
て
實

謹
主
義
を
徹
底
さ
せ
よ
、
5
と
す
る
方
針
を
と
ら
ず
し
て
、
深
さ
に
於
て
之
を
微
底
さ
せ
よ
う
と
す

る
方
針
に
進
ん
だ
な
ら
ば
、
多
分
シ
ュ
タ
ん
ラ
ー
な
ぞ
と
同
檬
に
深
い
認
識
的
根
篠
の
上
に
一
層
意

義
の
深
奥
な
る
、
叉
深
い
統
一
的
見
地
に
墓
づ
け
る
料
理
的
方
法
論
を
立
飛
し
た
で
あ
ら
う
と
思

は
る
＼
が
、
併
し
之
を
な
す
に
は
、
彼
の
カ
ン
，
ト
哲
學
の
智
識
は
充
分
で
な
か
つ
尤
。
　
マ
ザ
リ
f
ク

も
指
摘
せ
る
如
く
、
彼
は
カ
ン
ト
を
も
研
究
し
て
居
つ
だ
が
、
併
し
カ
ン
ト
の
聖
意
を
．
理
解
す
る
だ

け
深
く
之
を
研
究
し
て
居
ら
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。
　
省
ほ
ミ
ヵ
4
ロ
ズ
キ
茸
の
「
認
識
の
目
的
は

智
識
欲
を
充
足
す
る
と
同
時
に
今
際
的
欲
望
を
竜
充
足
す
る
に
在
る
」
と
云
ぶ
考
へ
や
、
興
部
現
象

は
知
情
意
の
統
一
的
全
艦
に
於
て
認
識
さ
る
置
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
思
想
な
ぞ
を
ふ
干
分
に
洗

練
す
れ
ば
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
直
置
型
方
法
の
絶
念
に
到
達
し
得
π
か
込
知
れ
な
い
。
　
併
し
彼
は
之

を
な
し
得
る
だ
け
深
く
哲
學
的
に
思
索
し
な
か
つ
カ
。
弱
起
彼
の
「
プ
ラ
ヴ
ダ
は
絶
封
朗
の
竜
の
・

で
な
く
、
人
間
に
相
舞
す
る
竜
の
、
或
は
相
鷹
的
の
も
の
」
即
ち
「
人
聞
的
眞
理
」
で
あ
る
と
云
ム
思
想
は
、

之
を
哲
學
的
に
洗
練
し
て
行
け
ば
、
少
く
竜
「
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
」
の
立
揚
に
は
、
到
達
し
得
だ
で
あ
ら

う
と
思
は
れ
る
が
、
彼
は
や
は
ウ
之
れ
に
到
達
す
る
だ
け
の
思
索
を
も
企
だ
て
な
か
つ
だ
。
さ
れ
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ぱ
彼
の
主
観
的
方
法
論
の
理
論
的
基
礎
は
、
實
謹
主
義
を
廣
さ
に
於
て
徹
序
さ
せ
カ
と
云
、
ふ
だ
け

で
、
深
さ
に
於
て
は
何
れ
の
方
向
へ
も
進
ま
ず
根
本
的
に
は
實
謹
主
義
の
範
園
を
一
歩
も
出
て
居

ら
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
贋
さ
の
徹
底
も
實
質
的
に
は
ま
だ
十
分
と
云
ふ

こ
と
は
出
術
な
い
。
是
れ
彼
の
肚
會
學
の
眼
目
と
す
有
プ
ラ
ウ
ダ
」
な
る
竜
の
は
、
翼
理
と
正
義
と

の
融
合
或
は
統
一
に
過
ぎ
ず
し
て
、
美
の
要
素
を
驚
く
歓
い
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
若
し
實
謹
主

義
を
其
の
廣
さ
に
於
て
十
分
に
徹
底
さ
せ
π
と
ず
れ
は
、
其
の
標
的
と
な
る
も
の
は
、
只
眞
と
義
と

を
調
和
す
る
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
更
に
葵
を
も
調
和
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
。
眞
と
義
と

が
實
胃
壁
で
あ
る
と
同
じ
意
味
に
て
、
美
も
亦
實
謹
的
で
あ
る
の
で
あ
る
。
下
し
て
此
の
審
美
的

要
素
の
敏
乏
は
、
彼
の
主
観
的
方
法
論
の
・
實
際
雪
暗
披
を
吟
味
す
る
に
干
て
も
。
吾
人
叉
之
を
登
見

す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
述
べ
し
如
く
、
ミ
カ
イ
η
ヴ
ズ
キ
｝
は
、
「
吾
人
は
自
然
現
象
に
乱
す
る
が
如
き
無
鯛
心
的

な
純
客
観
的
な
純
認
識
的
な
態
度
を
、
肚
會
現
象
に
等
し
て
と
る
こ
と
は
到
底
華
燭
な
い
」
と
云
ふ

ヒ
と
を
、
彼
の
主
観
的
方
法
論
の
心
際
的
根
擦
と
し
て
居
る
。
つ
ま
り
「
泣
き
も
笑
ひ
も
せ
ず
し
に
鮭

會
現
象
を
考
察
す
る
乙
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
が
故
に
、
其
の
湾
察
は
自
か
ら
情
意
の
働
き
を

含
ま
ぎ
る
を
得
な
い
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
併
し
彼
は
此
揚
合
に
も
情
意
の
働
き
を
全
く
倫
理

　
　
　
　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
！
の
証
會
學
鏡
の
刎
始
貰
婿
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
一
＝
M
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哲
墨
醸
魔
　
第
二
＋
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
属
四

的
興
亜
の
意
味
に
解
し
て
居
っ
て
、
其
の
申
に
審
美
的
判
漸
を
全
く
含
・
ま
せ
て
居
ら
な
い
。
さ
れ

ば
彼
の
目
的
論
的
と
云
ふ
ば
實
際
に
於
て
倫
理
的
と
云
、
画
と
同
意
味
も
の
と
な
・
9
、
随
ふ
て
彼
の

主
観
的
方
法
な
る
竜
の
は
、
つ
ま
ウ
倫
理
的
方
法
に
外
な
ら
漁
。
此
く
て
彼
の
魅
會
學
は
主
義
の

倫
理
的
で
あ
る
。
彼
は
「
甦
會
學
は
倫
理
學
と
不
可
分
的
に
結
合
す
る
竜
の
に
し
て
、
瞬
い
て
之
を

分
離
せ
ん
と
す
る
は
人
問
の
小
細
工
で
あ
る
」
と
云
ふ
て
居
る
が
、
實
際
に
於
て
彼
の
就
廉
直
は
倫

理
學
と
不
可
分
的
に
結
合
す
る
竜
の
と
云
ふ
よ
う
は
、
寧
ろ
倫
理
學
を
面
前
と
す
る
竜
の
、
或
は
倫
囁
・

理
學
的
肚
細
面
と
稻
す
る
方
が
一
層
適
切
で
あ
る
と
思
ふ
。
そ
こ
で
結
局
、
問
題
は
、
倫
理
的
方
法

に
よ
ら
ず
ば
肚
會
現
象
の
眞
相
は
到
底
理
解
さ
れ
て
な
い
も
の
で
あ
ウ
、
随
ふ
て
倫
理
學
的
就
會

學
の
み
が
唯
一
の
五
心
な
る
肚
會
學
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
余
は
恵
雨
を
謡
曲
と
實
學
と
に
大
将
し
、
理
學
を
以
て
宇
宙
人
生
の
原
理
及
び
法
期
を
研
究
す

る
患
の
、
實
學
を
以
て
理
想
と
規
範
と
を
考
究
す
る
も
の
と
観
念
し
、
而
し
て
更
に
重
富
を
宇
宙
人

生
の
登
周
波
に
亘
る
最
と
竜
一
般
的
且
つ
根
本
的
な
る
原
理
及
び
盤
石
を
研
究
す
る
哲
學
と
、
其

の
特
殊
的
な
る
暖
域
の
原
理
及
び
法
劉
を
研
究
す
る
科
學
と
に
別
ち
、
爾
ほ
心
意
に
就
て
一
般
的

無
心
と
特
殊
的
重
事
と
を
別
ち
、
叉
實
學
を
理
想
學
と
規
範
學
と
に
刎
π
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

併
し
下
れ
は
鍬
象
の
上
か
ら
見
て
立
て
た
る
學
問
の
一
般
面
会
類
で
あ
る
。
而
し
て
余
は
更
に
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方
法
の
上
よ
瓢
箪
へ
て
、
大
笑
上
理
工
は
客
観
的
方
法
を
圭
と
し
、
實
學
は
二
親
的
方
法
を
圭
と
す

る
竜
の
と
見
傲
す
の
で
あ
る
。
詳
し
く
云
へ
ば
理
學
．
は
研
究
者
の
主
二
丁
要
素
を
五
平
る
だ
け

蜘
「
へ
て
、
宇
宙
人
生
の
現
實
相
を
あ
る
が
ま
㌧
に
概
念
化
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
唱
的
と
し
、
而
し

て
實
學
ば
考
究
者
の
主
観
を
純
化
し
、
己
れ
に
墓
づ
き
て
宇
宙
人
生
の
理
想
を
創
造
し
、
其
の
理
想

を
實
現
す
る
根
本
的
方
針
、
帥
ち
規
範
を
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
竜
の
と
見
倣
す
の
で
あ
る
。

つ
ま
シ
理
學
は
理
解
す
る
學
に
し
て
、
番
鳥
は
意
味
を
つ
け
る
學
で
あ
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
併

し
人
生
全
膿
よ
ウ
云
へ
ば
、
吾
人
が
理
解
せ
ん
と
す
る
の
は
、
つ
嚢
ム
意
味
を
つ
け
る
染
め
で
あ
ウ
、

叉
意
味
を
つ
け
る
と
云
ふ
こ
と
は
理
解
す
る
こ
と
を
離
れ
て
は
空
想
に
隔
る
竜
の
で
あ
る
。
さ

れ
ば
理
解
す
る
こ
と
と
意
味
を
つ
け
る
こ
と
と
は
、
本
二
合
致
す
可
き
も
の
で
あ
う
、
且
つ
皆
野
の

合
致
に
よ
う
て
入
生
全
膿
の
統
一
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
自
畳
的
な
統
ご
化
せ
る
人
生
と
は
、

つ
ま
ウ
理
解
す
る
こ
と
即
ち
理
學
と
、
意
味
を
つ
け
る
こ
と
即
ち
實
學
と
の
統
一
の
進
行
で
あ
る
。

理
解
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
自
か
ら
重
言
を
つ
け
よ
う
と
す
る
努
力
に
進
み
、
意
味
を
つ
け
よ
う

と
す
る
努
力
は
、
自
か
ら
理
解
し
ょ
う
と
す
る
努
力
を
起
す
。
併
し
吾
人
は
乙
嫁
的
な
人
生
を
豊

富
に
充
實
す
る
臨
め
に
は
、
先
づ
意
味
を
つ
け
よ
う
と
す
る
努
力
を
一
時
錦
止
し
て
、
專
ら
理
解
し
噛

よ
う
と
す
る
努
力
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
煽
れ
意
味
を
つ
け
る
働
き
が
高
等
な
る
登

　
　
　
　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
塞
の
．
…
肱
倉
學
設
の
創
始
加
陶
償
値
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
一
】
五

ρ



　
　
　
　
　
哲
學
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，
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鵬
　
達
を
な
す
に
は
、
主
観
の
純
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
其
の
主
観
の
純
化
は
理
解
に
よ
蚤
て
始
め
て
行

　
は
る
＼
竜
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
精
鋭
，
的
に
は
意
味
を
つ
け
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
理

　
解
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
先
立
ち
て
登
達
し
、
叉
常
に
之
れ
に
先
立
ち
て
行
は
れ
て
居
る
が
、
併
し

　
論
理
的
に
は
吾
人
は
理
解
し
ょ
5
と
す
る
努
力
、
即
ち
理
學
の
研
究
を
聴
き
に
行
は
ね
ば
な
ら
な

　
い
の
で
あ
る
。

　
　
余
は
本
論
文
起
草
の
始
あ
に
は
、
余
の
學
評
論
を
や
＼
詳
し
く
論
述
し
て
、
ミ
カ
イ
賞
ヴ
ス
キ
享

　
の
主
観
的
方
法
論
拝
に
彼
の
励
會
學
の
概
念
を
論
評
す
る
考
へ
で
あ
っ
だ
が
、
不
知
不
識
の
中
に

　
翫
に
多
数
の
頁
を
費
や
し
た
か
ら
、
已
を
得
ず
右
に
述
べ
し
如
く
、
極
簡
軍
に
其
の
要
旨
を
示
す
だ

　
・
け
に
止
あ
る
が
、
要
す
る
に
余
は
余
の
下
問
論
上
か
ら
考
へ
て
、
ミ
カ
イ
p
ヴ
ス
キ
蜜
の
主
観
的
方

　
法
論
及
び
五
七
學
の
概
念
ぱ
、
大
塁
上
余
が
實
學
の
一
分
科
と
し
て
建
設
せ
ん
と
す
る
励
會
理
想

　
學
及
び
規
範
學
、
帥
ち
便
宜
上
余
が
簡
輩
に
祉
會
政
策
學
と
平
す
る
竜
の
に
操
る
の
で
あ
る
。
但

　
し
余
の
杜
會
政
策
學
の
内
容
は
彼
の
倫
理
學
的
祉
會
學
と
大
に
異
な
っ
て
居
る
。
さ
れ
ば
妓
に

　
彼
の
倫
理
學
的
肚
里
下
が
大
置
上
余
の
空
誉
政
策
學
に
當
る
と
云
ふ
の
は
、
只
其
の
學
問
・
野
上
の

　
形
式
的
性
．
質
に
就
て
云
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
余
は
實
學
の
一
分
科
と
し
て
彼
の
倫
理
學
的
祉

　
會
學
の
如
き
竜
の
の
成
立
し
得
る
こ
と
、
叉
其
の
成
立
の
必
要
は
大
に
之
を
認
あ
る
の
で
あ
る
ρ



四

　
併
し
過
れ
と
同
時
に
理
學
と
し
て
、
殊
に
文
學
と
し
て
の
魁
會
學
の
成
立
の
可
能
井
に
共
の
必
要

　
を
も
大
に
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
二
つ
余
は
杜
會
學
と
云
へ
ば
、
帥
ち
此
の
科
學
と
し
て
の
肚
會

　
學
を
意
味
す
る
も
の
に
し
て
、
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
聖
の
倫
理
學
的
杜
會
學
の
如
き
は
、
之
を
二
男
學

　
と
は
云
は
ず
し
て
、
肚
會
政
策
學
（
肺
ち
職
會
理
想
學
及
び
魁
會
規
範
學
を
包
括
す
る
意
味
に
て
云

　
ふ
）
と
辮
す
る
が
學
問
上
露
當
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
、
、
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
「
の
．

　
主
観
的
方
法
論
の
主
旨
に
よ
れ
ば
、
余
輩
が
魁
會
學
と
聾
す
る
が
如
き
竜
の
は
、
眞
に
肚
會
現
象
の

　
翼
相
を
理
解
し
得
ぎ
る
竜
の
、
随
ふ
て
眞
實
な
る
魁
會
學
と
認
む
る
こ
と
の
出
血
な
い
も
の
と
な

　
つ
て
居
る
。
併
し
か
㌧
る
落
蓋
は
果
し
て
穏
當
と
認
め
ら
る
無
き
竜
の
で
あ
ら
う
か
。

　
・
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
罫
は
、
先
づ
砥
會
現
象
を
軍
に
所
謂
曲
玉
的
に
観
察
し
て
は
、
到
底
其
の
眞
相

　
を
理
解
し
難
き
理
由
と
し
て
、
証
會
生
活
は
油
壷
目
的
の
生
活
に
し
て
、
目
的
論
的
因
果
開
係
に
よ

　
ウ
て
結
合
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
實
を
暴
げ
て
居
る
。
併
し
此
の
事
實
は
肝
假
令
之

　
を
事
忌
と
し
て
承
認
す
る
も
、
果
し
て
客
槻
的
科
彌
漫
考
察
に
よ
う
て
疵
會
現
象
の
眞
相
を
理
解

　
す
る
こ
と
の
出
面
な
い
理
由
と
な
る
竜
の
で
あ
ら
う
か
。
　
抑
々
魁
會
生
活
に
於
け
る
目
的
作
用

　
は
、
根
本
的
に
二
種
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
面
る
。
　
一
は
無
意
的
目
的
作
用
と
面
す
温
き
竜
・
の
、
二
し

鵬
に
有
意
的
員
的
作
用
と
秘
す
融
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
無
意
蘭
目
酌
作
用
に
あ
め
て
は
夷
れ

　
騨
　
　
　
　

ミ
カ
・
イ
ロ
ヴ
ス
キ
言
の
飛
r
奇
紡
學
説
の
刎
始
的
僧
…
殖
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
　
　

一
旧
七
．
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醗
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第
二
十
五
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㍉
　
　
　
一
一
八

が
根
本
的
に
ば
自
然
的
因
果
に
よ
う
て
決
定
さ
れ
て
居
な
こ
と
は
、
恐
く
は
何
人
も
疑
は
な
い
で

あ
ら
う
と
思
ふ
。
然
ら
ば
有
意
的
目
的
作
用
は
登
く
自
然
的
因
果
關
係
と
は
狸
立
し
て
行
は
る

＼
竜
の
で
あ
る
か
と
い
ぶ
に
、
余
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
余
は
有
意
的

目
的
作
用
も
や
は
ム
根
本
的
に
は
自
然
的
因
果
關
係
に
よ
ウ
て
支
配
さ
れ
て
居
る
竜
の
と
思
ふ
。

勿
論
そ
れ
は
無
意
的
目
的
作
用
に
於
け
る
が
如
く
、
比
較
的
に
輩
純
な
る
器
械
的
三
面
に
よ
み
て

決
定
さ
れ
て
居
る
も
の
で
は
な
い
。
　
吾
人
は
自
然
的
因
果
開
係
を
知
ら
な
い
が
爲
め
か
、
叉
は
假

令
之
を
知
っ
て
居
っ
て
も
隠
れ
に
從
ふ
こ
と
は
二
面
の
目
的
に
は
不
利
盆
で
あ
る
が
爲
あ
に
．
之

を
無
親
し
て
目
的
作
用
を
行
ム
こ
と
が
禺
來
る
。
叉
か
㌦
る
揚
合
は
實
際
上
寧
ろ
甚
だ
多
い
の

で
あ
6
。
併
し
か
＼
る
揚
錨
に
は
、
吾
人
は
到
底
確
實
に
、
（
叉
結
局
は
翼
の
利
盆
を
害
す
る
こ
と
な

く
し
て
、
）
其
の
目
的
作
用
を
行
ふ
こ
と
蘇
出
來
な
い
。
吾
人
は
只
自
然
的
因
果
關
係
を
よ
く
理
解

し
尤
る
上
に
て
、
眞
の
目
的
作
用
を
成
就
す
る
こ
と
が
出
馬
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
實
際
に
於
託

は
種
々
な
る
無
意
的
目
的
作
用
や
有
意
的
目
的
作
用
の
混
雑
温
温
よ
う
成
立
す
る
が
如
く
見
ゆ

る
．
肚
會
生
活
竜
、
深
く
三
昧
し
て
見
る
と
其
の
根
底
を
認
る
㌧
噸
定
の
自
然
的
因
果
關
係
の
あ
る

こ
と
が
心
見
或
は
洞
察
さ
れ
る
と
思
ふ
。
要
す
る
に
就
會
生
活
竜
根
本
的
に
は
一
定
の
原
理
及

び
法
則
に
よ
蚤
て
支
配
き
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
勿
論
之
を
二
見
し
洞
察
す
る
こ
と
は
物
理
現

㌦

㌧



、

　
象
に
於
け
る
が
如
く
、
比
較
的
に
容
易
な
る
業
で
は
な
い
。
禰
も
全
く
不
可
能
で
あ
る
と
は
、
前
以

　
て
断
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
避
く
の
如
き
断
定
を
下
す
は
一
種
の
猫
断
で
あ
る
。
坐
し
て

　
之
を
磯
見
し
洞
察
す
る
方
法
は
、
串
中
る
だ
け
吾
人
の
塁
壁
的
要
素
を
抑
制
七
て
、
早
撃
現
象
を
考

　
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
此
の
主
親
的
要
素
を
錦
制
し
或
は
噂
洗
心
す
る
と
云
ふ
乙
と
を
、
全
く

　
無
主
観
的
と
な
る
こ
と
と
解
す
る
は
大
な
る
謬
見
で
あ
る
。
是
れ
は
決
し
て
無
主
観
的
と
な
る

　
・
こ
と
を
意
昧
す
る
竜
、
の
で
な
く
、
つ
ま
蚤
小
な
る
主
観
を
一
時
的
に
抑
止
し
て
大
な
る
主
観
を
駿

　
号
す
る
と
云
ム
乙
と
で
あ
る
。
所
詮
客
学
的
と
云
ふ
は
小
な
る
主
槻
的
に
下
し
て
大
な
る
客
観

　
的
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
諏
。
自
然
現
象
を
客
観
的
に
研
究
す
る
と
云
ふ
も
、
つ
ま
ム
は
大
な
る

　
主
群
を
駿
醸
し
て
之
を
考
察
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
の
で
、
吾
入
は
同
一
の
態
度
を
以
て
肚
會

　
現
象
を
考
察
す
る
乙
と
は
出
潤
る
の
で
あ
る
。
勿
論
其
の
困
難
の
程
度
に
は
大
な
る
差
異
が
あ

　
る
。
併
し
其
の
性
質
に
は
差
異
は
な
，
い
と
思
ふ
。
弼
し
て
理
學
の
研
究
に
於
て
．
吾
人
が
客
観
的

　
に
考
察
し
よ
5
と
努
力
す
る
の
は
、
つ
ま
う
罪
な
る
和
親
を
獅
止
し
て
大
な
る
主
槻
に
達
せ
ん
と

　
す
る
練
習
で
あ
、
つ
て
，
此
の
練
習
を
積
む
乙
と
に
よ
う
て
、
筆
入
は
始
あ
て
實
學
の
根
本
條
件
た
る

　
主
導
純
化
を
十
分
に
實
現
す
る
こ
と
が
幽
罵
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
理
學
は
翼
正
な
る
實
學
の

謝
準
備
で
あ
る
と
云
ふ
乙
と
竜
出
來
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
余
は
陽
型
現
象
は
表
面
上
に
於
て

　
　
　
　
　
ミ
ヵ
イ
ロ
ド
ヴ
ス
キ
ー
の
…
職
A
曾
墨
丁
州
説
の
斜
警
護
贋
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
一
一
九
　
　
　
　
　
　
㍉

墾

馬
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哲
學
研
究
　
第
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幸
灘
號
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．

は
総
て
目
的
論
酌
現
象
で
あ
っ
て
、
偲
等
か
の
洋
島
を
實
現
せ
ん
が
爲
め
に
存
在
し
進
評
し
て
居

る
が
、
併
し
其
の
匿
醜
の
生
起
、
出
動
及
び
實
細
意
は
、
根
本
的
に
一
定
の
自
然
的
因
果
關
係
に
よ
う

て
決
定
叉
は
制
約
さ
れ
て
居
る
と
考
へ
る
。
而
し
て
其
の
自
然
的
因
果
曲
面
を
忌
忌
し
叉
は
洞

察
す
る
に
非
ら
ず
ば
、
眞
に
肚
會
現
象
を
理
解
し
π
と
は
云
は
れ
な
い
と
思
ぷ
。
叉
共
の
自
然
的

因
果
關
係
は
所
謂
客
観
的
方
法
に
よ
ら
ず
ば
磯
見
叉
は
洞
察
き
れ
得
な
い
も
の
と
考
へ
る
。
此

く
て
理
學
と
し
て
の
肚
會
學
は
成
立
す
る
こ
と
が
出
鼻
る
、
急
な
此
の
如
き
鮭
會
學
が
畿
達
す
る

に
非
ら
ず
ば
、
ミ
ヵ
イ
・
ヴ
ス
キ
君
の
唱
道
せ
し
が
如
き
、
目
的
論
的
な
倫
理
學
的
肚
會
學
は
到
底

健
垂
な
る
費
逮
を
な
し
得
な
い
竜
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
荷
ほ
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
婁
は
、
吾
人
は
實
直
上
「
泣
き
竜
せ
ず
笑
び
も
せ
す
」
に
、
杜
會
現
象
を
考
察

す
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
云
ふ
理
由
を
以
て
、
所
謂
客
観
的
な
理
學
的
な
肚
會
學
の
戎
立
不
可
能

を
読
い
て
居
る
が
、
併
し
其
の
泣
く
と
云
ひ
笑
ふ
と
云
ふ
は
、
小
主
観
の
泣
く
乙
と
笑
ふ
乙
と
を
意

味
す
る
の
で
な
い
こ
と
は
、
少
し
く
注
意
し
て
彼
の
論
述
す
る
庭
．
を
吟
味
す
れ
ば
直
ち
に
理
解
さ

れ
る
。
彼
の
云
ふ
腱
も
、
つ
ま
ウ
は
研
究
者
が
研
究
の
封
象
に
自
分
を
打
ち
込
む
こ
と
、
或
は
之
れ

に
没
頭
し
、
叉
は
之
れ
と
同
化
し
て
其
の
眞
髄
を
梱
へ
ん
と
努
力
す
る
こ
．
と
を
葉
山
す
る
も
の
に

外
な
ら
諏
と
思
ム
。
而
し
て
研
究
者
が
其
の
研
究
の
甥
象
に
封
し
て
、
此
の
如
き
態
度
を
と
る
と



云
ム
乙
と
は
、
軍
に
入
生
現
象
の
研
究
に
於
て
必
要
で
あ
る
ば
か
ウ
で
な
く
、
宇
宙
現
象
の
研
究
に

於
て
竜
ギ
ハ
ジ
必
要
で
あ
る
の
で
あ
る
。
・
宇
宙
現
象
の
研
究
に
撃
て
も
、
若
し
研
究
者
が
其
の
甥

象
に
野
し
て
右
の
．
如
き
態
度
を
と
る
に
非
ら
ず
ぱ
、
到
底
其
の
翼
相
を
掴
へ
る
と
は
出
監
ま
い
と

思
ふ
。
併
し
人
生
現
象
の
研
究
に
於
て
は
、
吾
入
は
右
の
態
度
以
上
に
小
郡
齪
の
泣
く
こ
と
笑
ム

き
を
混
じ
易
い
の
で
、
吾
人
は
此
の
揚
合
に
泣
く
こ
と
笑
ふ
こ
と
を
高
調
す
る
必
要
は
裏
年
存
在

し
な
い
、
否
な
泣
か
澱
様
、
笑
は
逆
様
に
大
に
注
意
す
る
こ
と
が
、
却
て
甚
だ
必
要
で
あ
る
の
で
あ
る
。

セ
　
「
箇
性
の
爲
め
の
戦
ひ
」
の
説
の
批
判

523

　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
メ
キ
｝
の
「
硬
性
の
爲
め
の
職
ひ
」
の
説
の
眞
義
は
、
其
の
種
々
な
る
方
面
よ
ム
見
て
、

大
島
上
如
何
な
る
も
の
で
か
は
、
五
に
於
て
究
明
し
た
が
、
鼓
に
は
最
心
々
を
詳
し
く
論
詳
し
て
居

る
暇
は
な
い
の
で
、
已
を
得
ず
．
其
の
最
と
も
根
本
的
に
重
要
と
思
は
る
＼
撒
識
に
慌
て
概
論
す
る

に
止
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

　
今
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
塾
の
「
母
性
の
爲
め
の
載
ひ
』
の
読
の
根
本
思
想
は
、
さ
き
に
述
べ
し
慮
淀
よ
ウ

て
診
せ
ら
る
㌦
如
く
、
生
物
の
進
化
す
る
原
理
は
生
意
競
争
で
あ
る
が
、
人
類
の
進
化
．
す
る
原
理
は

「
箇
性
競
箏
」
即
互
箇
性
の
爲
め
の
戦
ひ
」
で
あ
る
と
云
ぷ
こ
と
で
あ
る
と
思
ふ
。
そ
れ
で
競
に
は
主

　
　
　
　
ミ
カ
イ
田
ロ
ヴ
ス
キ
3
の
〃
麓
命
…
墨
二
高
の
鶴
罪
始
品
目
帆
殖
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
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ご
一
二

と
し
て
此
の
根
本
思
想
に
就
て
考
察
し
て
見
陀
い
と
思
ふ
が
、
軽
々
生
物
の
進
化
は
、
ミ
カ
イ
ロ
ヴ

ス
キ
君
が
ダ
「
ウ
ィ
ン
設
を
其
の
儘
に
傳
承
し
て
解
せ
し
が
如
き
意
味
に
て
、
生
存
競
争
を
根
本
原

理
と
’
な
す
竜
の
な
る
や
否
や
は
、
今
日
の
生
物
學
の
上
か
ら
考
ふ
れ
ば
大
な
る
問
題
で
あ
る
。
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撃

し
競
に
は
此
の
問
題
に
論
及
す
る
暇
は
な
い
か
ら
、
直
ち
に
入
類
の
進
化
の
原
理
は
箇
性
競
璽
で

あ
る
と
云
ふ
思
想
の
批
到
的
考
究
に
進
む
こ
と
＼
す
る
。

　
夫
れ
入
類
の
最
と
も
顯
著
な
る
、
叉
最
と
竜
深
奥
な
る
特
徴
は
、
理
性
の
豊
富
な
る
稽
紳
的
登
達

で
あ
る
。
而
し
て
箇
性
の
子
達
は
卸
ち
人
類
の
登
達
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
箇
性

の
登
逮
を
促
が
す
竜
の
は
、
総
て
入
類
進
化
の
原
因
で
あ
る
と
認
め
ね
ば
な
ら
綴
。
而
し
て
其
等

の
原
因
は
始
め
は
総
て
自
然
的
の
も
の
に
し
て
、
箇
性
競
箏
は
生
物
界
に
於
け
る
生
存
競
孚
と
別

に
異
な
れ
る
腱
は
な
い
。
併
し
精
紳
の
登
達
す
る
に
つ
れ
て
、
人
類
は
箇
性
を
保
持
し
完
成
せ
ん

と
す
る
努
力
を
、
段
々
意
識
的
に
行
な
ム
て
く
る
。
帥
ち
始
め
に
は
無
意
識
的
、
に
行
は
れ
、
随
ふ
て
－

生
物
の
生
存
競
争
と
殆
ん
ど
匿
書
す
る
庭
な
き
箇
性
競
箏
が
、
段
々
意
識
的
な
る
箇
性
競
箏
、
意
識

的
に
箇
性
を
完
成
せ
ん
と
す
る
努
力
に
韓
化
し
て
く
る
。
而
し
て
鼓
に
人
類
遽
化
の
根
本
原
理

と
し
て
、
歯
性
競
争
は
重
大
な
る
意
義
を
有
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
ミ
カ
イ
η
ヴ
ス
キ
君

は
右
の
差
洌
を
辮
ぜ
ず
、
人
類
に
於
て
は
始
め
よ
ム
意
識
的
な
箇
性
競
箏
、
帥
ち
明
ら
か
に
生
物
の



　
生
存
競
争
と
癌
別
ぜ
ら
る
る
「
男
性
の
爲
め
の
戦
ひ
」
が
行
は
れ
、
夫
れ
が
人
類
進
化
の
一
切
の
根
本

　
原
理
と
な
っ
て
居
る
が
如
く
に
論
ず
る
は
、
先
づ
思
想
の
．
精
密
を
敏
い
て
居
る
と
思
ふ
。
余
は
彼

　
の
如
く
人
類
の
箇
性
競
孚
は
、
生
物
の
生
存
競
孚
と
、
根
本
的
に
性
質
を
異
に
す
る
も
の
㌧
如
く
に

　
、
考
ム
る
は
、
穏
當
で
な
く
、
前
者
は
後
者
の
自
然
的
連
績
或
は
襯
達
で
あ
る
、
帥
ち
性
箇
競
璽
は
精
紳

　
の
二
身
に
よ
う
て
生
存
競
箏
の
意
識
的
と
な
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
次
に
ミ

　
．
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
馨
は
箇
性
競
璽
と
は
常
に
箇
性
を
塵
興
し
．
共
完
成
を
傷
害
せ
ん
と
す
る
魅
會
k

　
幽
す
る
箇
人
の
最
早
で
あ
る
電
の
㌧
如
く
に
考
ふ
る
は
穏
當
で
な
い
と
思
ふ
。
躍
れ
入
問
の
箇

　
牲
の
登
逮
は
枇
會
生
活
に
於
て
行
は
る
、
も
の
に
し
℃
、
肚
會
を
，
離
れ
て
母
性
は
襲
達
す
る
も
の

　
で
は
な
い
。
勝
れ
入
閥
の
箇
性
の
眞
相
は
精
紳
的
の
竜
の
に
し
て
、
精
赫
の
．
襯
達
に
ょ
う
て
箇
性

　
が
段
々
に
駿
逮
し
、
且
つ
自
畳
さ
る
＼
も
の
な
る
が
、
然
る
に
精
紳
の
機
達
は
麺
類
が
駈
愈
を
な
し

　
て
共
同
生
活
を
な
す
こ
と
に
よ
り
て
始
め
て
行
は
る
㌧
竜
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
生
れ
落
ち

　
て
よ
蚤
常
に
孤
濁
的
に
生
活
す
る
人
類
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
＼
る
人
類
に
於
て
は
到
底
精
紳
は

　
登
達
せ
ず
、
随
ふ
て
翼
に
宇
瓦
と
稚
す
薄
き
も
の
は
、
薮
達
し
な
い
と
思
は
れ
る
。
　
人
間
は
人
問
と

　
甦
會
生
活
を
螢
む
こ
と
に
よ
ウ
て
始
あ
て
入
間
と
な
る
の
で
あ
る
。
余
は
か
㌦
る
．
意
義
に
解
し

泌
て
、
ピ
オ
、
ソ
シ
ャ
ル
走
読
は
重
大
な
る
眞
理
を
登
翻
す
る
竜
の
と
認
め
て
居
る
。
　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス

　
　
　
　
　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
ー
の
魔
會
學
醗
の
創
始
晶
晶
殖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三



　
　
　
　
　
哲
學
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榔
　
キ
書
は
，
人
類
は
本
來
箇
性
の
意
識
と
、
箇
性
を
完
成
せ
ん
と
す
る
意
識
的
動
磯
と
を
、
具
有
す
る
竜

　
の
＼
如
く
、
而
し
て
枇
會
は
常
に
雌
性
を
塵
迫
し
て
其
の
黒
質
を
傷
害
せ
ん
と
す
る
竜
の
＼
如
く

　
考
へ
た
の
は
謬
見
で
あ
る
と
思
ふ
。
も
っ
と
も
、
極
端
な
る
專
翻
的
國
家
が
箇
人
の
石
畳
を
出
來

　
る
だ
け
翼
翼
し
．
箇
人
を
全
く
國
家
の
遁
具
に
化
せ
ん
と
せ
る
彼
の
賭
代
の
露
西
亜
の
歌
態
か
ら

　
考
へ
る
と
、
彼
の
思
想
に
は
大
に
恕
す
悪
き
庭
が
あ
る
。
又
今
日
の
我
々
日
本
人
が
彼
の
思
想
と

　
共
鳴
を
威
ず
る
庭
が
な
い
で
竜
な
い
。
　
併
し
余
れ
は
人
類
全
膿
に
興
ず
る
事
象
で
竜
、
亦
永
久
に

　
人
類
の
駿
達
を
根
本
的
に
支
配
す
る
事
實
で
も
な
い
。
要
す
る
に
融
會
は
根
本
的
に
箇
性
の
登

　
生
及
び
夕
露
を
可
能
な
ら
し
む
る
竜
の
に
し
て
、
就
會
を
離
れ
て
は
箇
性
は
畢
生
も
せ
ず
、
叉
勿
論

　
磯
達
竜
し
な
い
。
　
併
し
祇
愈
は
夫
れ
自
身
の
カ
で
選
歩
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
縄
へ
ず
登
蓬
し

　
完
成
せ
ん
と
す
る
資
性
、
殊
に
此
の
傾
向
を
最
と
竜
よ
く
登
揮
す
る
選
良
、
即
ち
ミ
，
ヵ
イ
碧
ヴ
ス
キ

　
置
の
「
批
到
的
に
思
考
す
る
入
定
者
」
と
稻
す
る
竜
の
に
と
う
て
は
、
常
に
大
な
う
麗
な
わ
の
歴
迫
を

　
’
加
へ
る
。
　
而
も
此
の
歴
追
は
極
端
な
る
揚
合
を
除
い
て
は
、
挫
骨
性
の
健
全
な
る
登
達
を
調
節
す

　
る
竜
の
で
あ
る
。
祉
會
の
適
度
の
抑
制
の
下
に
於
て
の
み
、
毒
性
の
健
全
な
る
螢
達
は
望
み
得
ら

　
れ
る
の
で
、
何
等
の
抑
制
を
も
箇
人
に
加
へ
な
い
逆
な
魁
會
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
煙
れ
は
臨
離
、
無
規

　
律
、
無
秩
序
な
魁
會
に
し
て
、
決
し
て
身
性
の
登
達
を
助
け
る
竜
の
で
な
く
、
却
て
之
を
傷
害
し
、
撲
滅
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す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
・
短
慮
性
の
健
全
な
る
登
達
は
、
順
當
的
に
は
澄
會
の
登
達
と
相
待
っ
て

行
は
ゐ
㌧
も
の
に
し
て
、
箇
性
は
就
會
と
闘
璽
し
て
登
達
し
完
成
す
る
も
の
で
な
く
、
冠
會
と
提
携

し
て
登
達
し
完
成
す
る
竜
の
で
あ
る
。

　
更
に
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
「
が
「
感
性
の
爲
め
の
戦
ひ
」
と
は
、
つ
ま
ウ
就
會
に
甥
す
る
箇
人
の
闘
争

を
．
意
味
す
る
竜
の
で
あ
る
と
解
す
る
根
本
的
な
噌
理
由
は
、
さ
渉
に
述
べ
し
如
く
甦
會
の
進
化
は

必
然
的
に
箇
人
聞
の
分
業
を
要
求
し
、
叉
之
を
張
制
す
る
が
、
然
る
に
箇
人
間
に
於
け
る
分
業
の
登

達
は
、
結
局
箇
性
を
肉
片
的
に
分
裂
せ
し
め
、
箇
性
の
完
成
を
傷
害
し
て
、
箇
人
を
一
種
の
器
械
と
な

ら
し
む
る
竜
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
女
性
の
完
成
と
は
箇
人
の
心
血
具
有
す
る

諸
機
能
が
総
て
調
和
的
に
駿
達
す
る
乙
と
を
意
味
す
る
毛
の
に
し
て
、
其
の
申
の
一
が
他
を
腿
倒

し
て
総
局
な
る
登
達
を
遽
ぐ
る
こ
と
を
意
味
す
る
竜
の
で
な
い
と
解
し
て
居
る
。
幽
く
て
彼
は

箇
入
間
に
於
け
る
分
業
の
螢
達
は
箇
性
の
完
成
を
害
す
る
竜
の
と
見
証
の
で
あ
る
。
然
る
に
肚

會
…
進
化
の
自
然
的
傾
向
は
必
然
的
に
箇
人
間
に
於
け
る
分
業
の
登
達
を
強
織
す
る
。
故
に
彼
は

扇
面
の
薮
達
の
爲
め
に
常
に
灘
會
と
戦
は
ね
ば
な
，
ら
綴
と
港
へ
穴
の
で
あ
る
。
春
，
雨
露
的
分
業

の
襲
達
は
、
箇
人
の
有
す
る
唄
定
の
能
力
を
特
に
偏
局
的
に
磯
高
せ
し
め
て
、
箇
姓
の
完
成
或
は
入

格
の
舌
面
を
害
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
近
心
多
歎
の
識
者
の
唱
へ
て
居
る
患
想
で
あ
る
。
併
し
問

　
　
　
　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
！
の
…
腱
＾
曾
旧
説
の
州
堀
．
始
的
債
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
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題
は
其
の
箇
性
の
完
成
と
か
、
人
格
の
面
立
と
か
云
ふ
こ
と
の
眞
義
如
何
に
あ
る
。
若
し
箇
性
の

完
成
と
か
、
人
格
の
圓
満
と
か
云
ふ
こ
と
が
、
根
本
的
に
各
箇
人
の
具
有
す
る
人
間
的
諸
能
力
の
総

て
の
李
等
式
登
達
を
意
味
す
る
竜
の
と
解
き
る
＼
な
ら
は
、
証
會
的
分
業
は
之
を
傷
害
し
破
損
す

る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
さ
れ
ど
右
の
如
き
亡
婦
の
箇
性
の
完
成
、
人
格
の
圓
満
は
人
類
の

進
歩
を
意
味
し
、
随
ふ
て
吾
人
の
希
望
す
可
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。
　
余
は
断
じ
て
そ
う
で
な
い
と

思
ム
。
か
＼
る
意
昧
の
箇
性
の
完
成
は
寧
ろ
人
類
進
化
の
幼
稚
な
る
時
代
に
於
て
見
ら
る
㌧
事

實
に
し
て
、
か
㌧
る
歌
態
よ
ウ
段
々
に
遠
ざ
か
る
行
く
こ
と
が
、
實
に
人
類
の
進
化
を
意
味
す
る
竜

の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
　
計
れ
各
箇
人
は
不
具
者
に
あ
ら
ざ
る
以
上
は
、
総
て
の
人
間
的
諸
能
力
の

素
質
を
本
家
具
有
し
て
居
る
。
而
し
て
其
等
の
諸
能
力
の
何
れ
の
竜
の
も
、
或
程
度
ま
で
は
、
各
箇

入
に
起
て
李
等
に
磯
達
し
得
る
と
考
ふ
る
こ
と
が
出
直
る
。
併
し
其
の
程
度
以
上
に
蟄
達
す
る
．

可
能
は
、
各
飯
南
に
於
て
素
質
上
異
な
っ
て
居
っ
て
、
或
箇
人
に
於
て
は
嚇
定
の
能
力
は
大
に
襲
達

し
得
る
が
、
他
人
の
箇
入
に
於
て
は
之
れ
と
異
な
ウ
て
他
の
能
力
が
大
に
駿
達
し
得
る
。
而
し
て

各
箇
人
が
上
れ
夫
れ
他
人
以
上
に
盛
達
し
得
る
一
定
の
能
力
を
．
出
掘
る
だ
け
十
分
に
螢
達
さ
せ

て
、
他
人
以
上
の
事
業
、
或
は
勤
勢
を
就
會
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
参
て
、
鼓
に
肚
會
が
進
化
し
、
人
類

は
登
達
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
事
は
つ
ま
ウ
壷
金
人
の
才
能
、
技
量
及
び
事
業
、
勤
勢
の
差
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異
及
び
不
準
等
が
、
肚
會
の
進
化
、
笠
懸
の
薮
蓮
の
根
本
的
條
件
で
あ
る
こ
と
を
意
帯
す
る
。
要
す

る
に
各
箇
人
の
本
來
具
有
す
る
諸
能
力
の
総
て
が
．
萬
人
を
通
じ
て
李
等
的
に
登
達
し
得
る
其
の

低
き
程
度
に
於
て
、
各
箇
入
が
其
σ
総
て
を
登
達
さ
せ
て
、
李
凡
的
に
上
等
で
あ
る
こ
と
は
、
薩
會
及

び
人
類
の
停
濡
を
意
味
す
る
竜
の
で
、
決
し
て
其
の
進
歩
を
意
肥
す
る
竜
の
な
い
。
　
ミ
ヵ
イ
ロ
ヴ

ス
キ
3
の
進
歩
と
云
ふ
は
、
彼
が
種
々
巧
妙
な
る
言
葉
を
弄
し
議
論
を
立
て
＼
居
る
に
拘
ら
ず
、
實

際
に
於
て
は
右
の
如
き
停
潜
を
意
味
す
る
竜
の
之
愚
ふ
。
彼
の
云
ふ
箇
性
の
完
成
及
び
輩
純
協

働
な
る
竜
の
は
低
き
登
達
階
段
に
於
け
る
跳
上
の
悪
露
等
、
ヂ
ュ
ル
ケ
蓑
ム
な
ぞ
の
云
ふ
器
械
的
三

国
を
意
味
す
る
竜
の
に
外
な
ら
諏
。
彼
か
極
力
排
斥
し
て
居
る
に
拘
ら
ず
、
人
類
の
翼
聖
な
る
螢

達
は
、
叫
融
命
日
的
分
…
菓
或
は
分
…
霊
的
畑
二
野
、
h
或
は
ヂ
ュ
ル
ケ
｝
ム
の
云
ふ
・
有
機
的
團
結
の
加
川
航
さ
も
の
を
、
一
其

の
必
然
敏
く
可
か
ら
ぎ
る
一
因
素
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
ウ
ミ
ヵ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
塗
の
云
ふ

が
如
き
箇
性
の
完
成
の
破
壊
が
、
實
に
人
類
の
根
本
的
一
條
件
で
あ
る
の
で
あ
る
。
是
に
於
て
か
、

地
類
の
磯
達
の
翼
義
に
適
合
す
る
急
性
の
完
成
の
概
念
、
人
格
の
圓
満
の
概
念
は
、
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス

キ
｝
の
解
す
る
が
如
き
竜
の
と
大
に
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
明
野
で
あ
る
。
然
ら
ば
吾

人
は
其
の
概
念
を
如
何
に
決
定
す
可
き
か
。

　
余
は
上
に
蓮
べ
し
如
く
、
魁
會
的
分
業
、
即
ち
笛
一
人
の
材
能
技
量
に
於
け
る
特
殊
化
、
專
門
化
を
墓

　
　
　
　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
ー
の
醗
倫
μ
雛
設
の
鋼
始
的
慣
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
ご
七
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哲
學
研
究
　
　
第
二
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＝
一
八

礎
と
す
る
分
業
的
協
働
は
、
人
類
憎
憎
の
根
本
的
一
因
素
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
ヂ

ュ
ル
ケ
ー
ム
一
派
の
人
々
の
如
く
、
之
を
殆
ん
ど
唯
一
の
糧
本
蘭
因
素
で
あ
る
が
如
く
に
解
す
る
は
、

叉
謬
見
で
あ
る
と
思
ふ
。
眞
正
な
る
入
類
の
褒
蓬
は
、
一
方
に
於
て
箇
入
の
專
門
化
、
特
殊
化
の
登

達
を
必
要
と
す
る
と
同
時
に
、
叉
他
方
に
湿
て
、
其
の
一
般
化
、
典
同
化
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
專
門
化
と
共
同
化
、
特
殊
化
と
一
般
化
と
の
適
當
な
る
結
合
に
ょ
う
て
、
鼓
に
入
類
硲
眞
正
な

る
螢
達
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
か
＼
る
螢
達
の
翼
義
に
適
合
す
る
箇
性
の
完
成
、
或
は

人
格
の
圓
満
な
る
離
洲
と
云
へ
ば
、
叉
専
門
化
と
共
同
化
、
特
殊
化
と
一
般
化
と
を
適
當
に
結
合
し

て
成
立
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
漁
。
然
ら
ば
右
の
尋
者
を
如
何
に
結
合
す
る
乙
と
に
よ
ウ

て
、
箇
性
の
翼
正
な
る
完
成
が
成
立
す
る
か
。

　
夫
れ
近
世
に
於
け
る
分
業
の
罪
常
な
る
験
達
は
、
急
性
の
偏
局
な
る
畿
達
を
促
進
し
、
人
格
の
完

全
を
大
に
傷
害
せ
る
事
實
は
疑
は
れ
な
い
。
併
し
之
れ
が
諦
め
に
一
般
の
論
者
の
如
く
、
分
業
は

本
來
人
格
の
完
全
を
傷
害
す
る
性
質
を
有
す
る
遺
の
㌦
如
く
に
論
ず
る
は
謬
見
で
あ
る
。
近
世

に
於
け
る
分
業
の
登
載
が
奪
格
の
完
全
を
傷
害
せ
る
は
、
是
れ
分
業
其
物
の
罪
で
は
な
く
し
て
、
分

業
の
登
達
、
帥
ち
箇
入
の
専
門
化
、
特
殊
化
に
急
な
ふ
て
．
其
の
共
同
化
、
一
般
化
も
よ
く
機
達
す
る
こ

と
が
出
家
な
か
っ
た
が
爲
あ
で
あ
る
。
若
し
共
同
化
、
剛
般
化
竜
之
れ
と
俘
な
ふ
て
十
分
に
駿
達
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し
だ
な
ら
ば
、
分
業
の
駿
逮
は
、
人
格
の
完
全
を
傷
害
し
、
箇
人
を
道
具
化
す
る
と
云
ム
が
如
き
、
分
業

に
聾
す
る
非
難
は
、
決
し
て
起
ら
な
か
つ
疫
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
叉
ヂ
ュ
川
ケ
貰
ム
一
派
の
読
か
ら

理
論
的
に
推
論
し
て
行
け
＠
現
代
胱
會
の
團
結
は
嚢
す
く
強
固
と
な
る
可
ぎ
筈
で
あ
る
の
に
、

實
際
は
そ
う
で
な
く
、
寧
ろ
分
裂
、
琵
壊
の
傾
向
が
著
し
く
目
に
着
く
の
も
、
つ
ま
ウ
分
業
其
の
物
に

本
來
就
會
的
團
結
を
強
め
る
カ
が
具
は
ρ
て
居
ら
次
い
が
爲
め
で
あ
ら
5
と
思
ふ
。
要
す
る
に

余
の
見
る
薩
に
よ
れ
ば
，
分
業
は
夫
れ
自
身
に
於
て
、
寮
母
的
團
結
を
温
め
る
も
の
で
も
、
亦
之
を
破

壊
す
る
も
の
で
も
な
㍍
其
の
本
質
の
職
分
は
各
箇
人
が
他
に
勝
れ
て
登
達
さ
せ
る
素
質
を
有
す

る
特
定
の
能
力
を
十
分
に
登
揮
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
而
し
て
分
業
の
螢
達
に
よ
う
て
就
會

の
團
結
が
強
ま
る
か
、
叉
は
弱
は
る
か
は
、
主
と
し
て
零
れ
に
俘
ふ
て
共
同
化
、
一
般
化
が
よ
く
畿
達

す
る
や
、
否
や
に
よ
ウ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
莫
の
共
同
化
、
一
般
化
と
は
何
を
意
昧
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

か
と
云
ム
に
、
攣
れ
帥
ち
生
活
㌔
に
關
す
る
共
同
の
思
想
、
情
操
、
趣
味
、
理
想
等
が
胸
管
内
に
普
及
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乙
と
、
一
般
化
す
る
こ
と
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
　
一
言
に
云
は
思
共
同
の
人
生
槻
が
駿
達
す
る
こ
と

で
あ
る
。
説
明
の
便
宜
上
経
濟
學
の
言
葉
を
假
蚕
て
云
は
讐
、
舞
々
は
生
産
に
調
て
、
專
門
化
し
特

殊
化
し
分
業
す
る
と
同
時
に
、
霊
魂
に
於
て
或
単
解
樂
に
於
て
、
共
同
化
し
一
般
化
し
同
様
化
す
る

≧
と
が
、
帥
ち
入
類
の
爽
逮
及
び
箇
性
の
完
成
の
眞
．
義
で
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
現
代
疵
會
め

　
　
　
　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
」
の
．
祉
愈
阿
…
学
論
の
創
始
的
栢
り
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
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〆

　
　
　
　
哲
墨
・
碍
究
　
　
第
二
十
五
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

根
本
的
一
大
敏
黙
は
、
生
産
生
活
に
於
け
る
專
門
化
．
分
業
の
大
に
験
達
せ
る
に
俘
な
ふ
て
．
溝
費
生

活
に
於
け
る
共
同
化
、
同
様
化
が
十
分
に
登
達
し
て
居
ら
な
い
と
云
ふ
ζ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
余
の
見
る
腱
に
よ
れ
ば
、
今
臼
世
に
唱
A
、
ら
る
＼
諸
般
の
魁
會
改
良
策
は
、
曾
て
結
局
浩
費

生
活
の
共
同
蜜
化
、
同
様
化
を
生
産
生
活
の
專
門
化
、
分
業
の
磯
逮
に
俘
ふ
だ
け
十
分
に
螢
達
さ
せ
よ

う
と
云
ム
ζ
と
に
館
着
す
る
め
で
あ
る
。
つ
ま
ウ
人
々
が
働
き
に
於
て
韓
紅
專
門
化
し
特
殊
化

す
る
と
同
時
に
，
樂
み
に
於
て
共
同
化
し
同
様
化
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
即
ち
入
類
の
進
歩
の
要
諦

に
し
て
．
而
し
て
之
れ
に
準
じ
て
、
各
箇
入
が
自
己
特
有
の
能
力
を
金
々
深
く
專
門
化
し
て
、
其
の
特

異
の
才
能
技
量
を
盆
や
登
達
さ
せ
、
以
て
融
會
に
封
ず
る
自
己
の
貢
獄
を
盆
々
大
な
ら
し
む
る
と

同
時
に
、
人
生
観
に
於
て
轟
々
相
互
に
共
同
化
し
、
文
明
の
質
置
を
寮
母
す
る
に
於
て
盆
々
・
李
等
化

す
る
と
云
ふ
乙
と
が
、
帥
ち
骨
性
の
完
成
の
眞
義
、
入
格
の
圓
満
な
る
登
達
の
榊
髄
で
あ
る
。
さ
れ

ば
人
類
の
眞
の
駿
達
も
、
箇
性
の
翼
の
完
成
、
人
格
の
興
の
圓
満
な
る
磯
達
も
、
箇
人
が
肚
會
と
戦
ふ

乙
と
に
よ
ウ
て
行
は
る
㌧
も
の
で
な
く
、
肚
會
と
箇
人
と
の
適
當
な
る
協
働
、
或
は
雨
者
の
健
全
な

る
相
互
的
作
用
に
よ
う
て
始
め
て
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
．
の
で
あ
る
。
　
ミ
ヵ
イ
p
ヴ
ス
キ
「
が

此
の
理
を
畳
る
こ
と
の
出
漁
な
か
つ
だ
の
は
、
さ
き
に
も
蓮
べ
し
如
く
、
彼
の
時
代
の
露
西
亜
の
特

別
な
る
魁
會
状
態
の
影
響
に
よ
る
の
で
其
の
励
會
駿
態
の
下
に
あ
り
て
は
、
彼
が
人
類
の
興
の
進
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歩
は
、
箇
人
が
肚
會
の
歴
迫
に
饗
し
て
奪
闘
す
る
乙
乏
に
ょ
う
て
始
め
て
行
は
る
＼
竜
の
と
確
信

し
π
の
竜
、
敢
て
無
理
な
ら
諏
こ
と
で
あ
る
。
又
彼
は
實
際
に
於
て
箇
性
の
定
め
に
露
出
の
就
會

と
奪
闘
力
戦
し
て
居
つ
π
の
で
あ
る
。
併
し
是
れ
は
特
定
の
魔
道
の
特
異
な
状
態
よ
り
出
駿
し

て
、
人
類
士
爵
の
全
膣
を
推
論
せ
ん
と
す
る
謬
見
に
陥
れ
る
思
想
に
し
て
、
善
南
學
上
の
眞
理
で
は

な
い
と
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
藤
島
以
上
論
じ
凍
ム
し
露
に
よ
・
9
て
、
余
は
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
彦
の
「
箇
性
の
重
め
の
職
ひ
」
の
説

の
根
本
思
想
に
焼
て
、
如
何
な
る
批
評
を
加
へ
ん
と
す
る
か
を
西
大
幅
上
明
ら
か
に
し
た
と
思
ふ
が
、

今
論
れ
に
よ
り
て
察
知
さ
れ
る
如
く
、
余
は
彼
の
「
感
性
の
爲
め
の
戦
ひ
」
の
読
は
．
根
本
的
に
は
別
に

創
始
的
な
何
物
を
も
含
蓄
し
て
居
ら
な
い
様
に
思
ふ
の
で
あ
る
。
竜
つ
と
竜
生
存
競
争
を
立
て
、

人
類
進
歩
の
原
理
と
見
る
常
時
の
一
般
の
思
想
に
魅
し
て
、
感
性
競
争
の
原
理
を
立
て
だ
と
云
ふ

黙
に
於
て
は
、
彼
の
論
は
川
斬
新
な
、
創
始
的
な
竜
の
＼
如
く
に
見
ゆ
る
が
、
併
し
其
の
實
質
に
於
て
は

彼
の
説
く
塵
は
随
分
粗
維
で
あ
う
、
又
上
に
述
。
へ
し
如
く
磁
性
の
爲
め
の
戦
ひ
と
云
ふ
こ
と
を
、
彼

は
軍
に
箇
人
が
肚
會
と
戦
ふ
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
居
る
鮎
に
於
て
謬
っ
て
居
る
と
思
は
れ
る
。

或
意
象
に
於
て
は
、
云
ふ
懐
で
愚
な
く
、
箇
性
の
矯
め
の
戦
ひ
は
肚
會
の
歴
迫
に
封
ず
る
箇
人
の
載

ひ
で
あ
る
。
併
し
是
れ
と
同
時
に
又
祉
會
の
合
力
を
竜
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
潜
性

　
　
　
　
ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
ー
の
瀞
脚
愈
桝
學
誕
棚
の
創
始
的
槽
円
値
　
　
　

囁
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一



糊

53・S

　
　
　
　
哲
學
醗
究
　
第
二
幸
五
號
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

の
富
め
の
戦
ひ
と
は
、
根
本
的
に
は
箇
人
が
自
己
の
雌
性
を
十
分
に
出
庫
せ
ん
と
す
る
努
力
で
あ

る
と
解
す
可
き
竜
の
で
あ
る
。
此
の
努
力
は
時
に
，
は
言
忌
に
野
す
る
戦
ひ
と
も
な
る
が
、
併
し
根

本
的
に
は
赴
會
の
影
響
の
下
に
痴
愚
し
、
又
常
に
就
會
の
助
力
に
よ
φ
て
、
其
の
目
的
を
段
々
に
實

現
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
ミ
カ
イ
管
ヴ
ス
キ
事
の
解
す
る
意
味
で
は
「
箇
性
の
爲
め
の
戦
ひ
」

と
云
ぶ
斬
新
な
思
想
も
、
實
質
的
に
は
謬
れ
る
思
想
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
余
は
ミ
ヵ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
π
の
肚
會
學
説
は
其
の
方
法
論
に
於
け
る
主
観
的
方
法
論

に
あ
う
て
竜
、
亦
其
の
原
理
論
に
於
け
る
「
箇
性
の
爲
め
の
載
ひ
」
の
説
に
あ
ゆ
て
も
、
根
本
的
に
は
格

別
に
創
始
磁
器
値
を
有
っ
て
居
ら
な
い
と
信
ず
る
。
只
所
謂
客
槻
的
方
法
に
封
ず
る
反
動
を
最

と
竜
早
く
起
せ
る
一
入
と
し
て
、
又
生
物
學
的
就
會
學
に
鍬
し
て
心
理
學
的
三
弦
學
を
唱
へ
出
し

π
最
初
の
一
人
と
し
て
、
形
式
上
多
少
の
創
始
的
領
値
を
有
す
る
に
過
さ
な
い
と
思
ふ
。
併
し
彼

が
「
箇
性
の
推
め
の
戦
ひ
」
の
思
想
を
詳
細
に
展
開
せ
る
種
々
の
方
面
に
於
て
、
大
に
創
始
的
債
値
を

有
す
る
研
究
が
置
型
れ
て
居
る
。
殊
に
其
の
心
理
學
的
方
面
に
於
け
る
群
集
心
理
の
研
究
は
大

に
注
意
す
置
き
儂
値
を
有
す
る
竜
の
で
あ
る
。
彼
は
實
に
群
集
心
理
の
最
初
の
科
學
的
研
究
者

と
云
は
る
る
余
の
奮
師
ダ
｝
ル
ド
先
生
や
、
伊
太
利
の
シ
ゲ
レ
よ
ウ
も
、
先
き
に
其
の
研
究
に
着
手

し
て
二
つ
だ
の
で
、
而
し
て
叉
彼
等
と
大
滞
貨
同
様
怨
原
理
を
魏
況
し
て
居
つ
π
の
で
あ
る
。
さ



れ
ば
嚴
密
に
云
は
讐
群
集
心
理
論
の
創
醗
者
は
、
普
麺
に
考
へ
ら
れ
て
居
る
如
く
、
ダ
ε
ル
ド
や
シ

ゲ
レ
で
は
な
く
し
て
、
憲
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
す
で
あ
る
の
で
あ
る
。
　
併
し
彼
の
群
集
心
理
論
は
ダ
蓼

・
ル
ド
シ
ゲ
レ
漏
穴
其
の
後
の
研
究
者
の
説
と
は
種
々
異
な
れ
る
慮
も
あ
る
。
而
し
て
其
等
の
諸

．
説
と
比
較
し
て
、
ミ
カ
イ
ロ
ゾ
ス
キ
奮
の
説
を
批
剣
的
に
評
債
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
魁
會
心
理
學

上
着
だ
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
殊
に
ま
だ
之
を
試
み
た
る
入
は
な
い
様
に
思
（
但
し
露
西
亜
の

罪
名
な
る
就
會
二
者
コ
ヴ
．
レ
ヴ
ス
キ
｝
は
ミ
カ
イ
・
ヴ
ス
キ
塗
と
タ
8
ル
ド
と
を
比
較
的
に
論

評
せ
る
一
論
文
中
に
、
之
を
試
み
て
居
る
が
、
甚
だ
業
報
で
あ
っ
て
、
一
丁
詳
し
き
心
深
き
研
究
が
必

要
で
あ
る
）
ふ
か
ら
、
余
は
始
め
本
論
交
申
に
於
て
、
特
に
之
を
試
み
π
い
と
思
ム
て
居
つ
π
の
で
あ

る
が
、
本
論
丈
は
既
に
豫
想
外
に
長
く
な
づ
て
、
此
の
上
倫
ぼ
数
回
に
亘
卦
て
論
述
を
轟
け
る
こ
と

は
、
余
は
敢
て
之
を
厭
は
な
い
が
、
編
輯
者
も
亦
讃
者
も
迷
惑
で
あ
ら
う
と
察
す
る
の
で
、
今
回
は
是

れ
に
て
一
先
づ
欄
嘉
し
、
他
日
題
を
改
め
て
論
点
す
る
こ
と
＼
し
た
の
で
あ
る
。
（
完
結
大
正
七
年

二
月
二
十
八
日
〉
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ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
｛
の
駈
會
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学
設
の
創
始
的
価
n
値
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三
二


